
2022年 １⽉試験
ファイナンシャル・プランニング技能検定

２級 実技試験

実施⽇① ◆     年  ⽉  ⽇

実施⽇② ◆     年  ⽉  ⽇

実施⽇③ ◆     年  ⽉  ⽇

試験時間 ◆ 90分

資産設計提案業務

① 問題⽤紙は試験監督者の指⽰があるまで開けないでください。
② 試験問題は、試験⽤紙と解答⽤紙からなっています。解答はすべて解答⽤紙に記⼊してく
ださい。

③ 解答⽤紙にはあらかじめ受検番号、カナ⽒名が印字されていますので、ご⾃⾝のものかを
確認してから漢字⽒名を記⼊してください。

④ 問題数は40問、解答はすべて記述式です。
⑤ 試験問題については、特に指⽰のない限り、法令基準⽇（１⽉・５⽉試験は前年10⽉1⽇、
９⽉試験はその年の４⽉１⽇）現在において施⾏の法令等に基づいて解答してください。
なお、東⽇本⼤震災の被災者等に対する各種特例等については考慮しないものとします。

⑥ 試験問題の内容に関する質問には⼀切お答えできません。
⑦ 問題⽤紙・解答⽤紙に印刷不明瞭や乱丁・落丁があった場合は、お申し出ください。
⑧ 解答⽤紙は試験終了後、回収しますので持ち帰らないでください。問題⽤紙はお持ち帰り
ください。

⑨ 計算機（電卓）は演算機能のみを有するものだけ使⽤できます。関数機能やプログラムの
⼊⼒可能なものは使⽤できません。

⑩ 携帯電話やスマートフォンなどの通信機能を有する機器は電源を切ってカバン等へしまっ
てください（マナーモードも不可）。

⑪ 机の上には受検票、本⼈確認書類、筆記⽤具（HBの鉛筆またはシャープペンシル、消しゴ
ム）、計算機（電卓）以外のものは置かないでください。

⑫ 不正⾏為防⽌のため、試験監督者が持ち物の提⽰を求める場合があります。
⑬ 試験問題の⾳読は慎んでください。
⑭ 試験開始60分経過後は退室できます。ただし、試験時間終了前の10分間は退出できませ
ん。

★ 注 意 事 項 ★



【第１問】 下記の（問１）〜（問２）について解答しなさい。

問１

ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）が、ファイナンシャル・プランニング業

務を⾏ううえでは関連業法等を順守することが重要である。ＦＰの⾏為に関する次の（ア）〜

（エ）の記述について、適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記⼊しなさい。

(ア) 弁護⼠資格を有していないＦＰ（遺⾔者や公証⼈と利害関係のない成年者）が、顧客から依

頼されて公正証書遺⾔の証⼈となり、顧客から適正な報酬を受け取った。

(イ) 税理⼠資格を有していないＦＰが、参加費有料の相続対策セミナーで、仮定の事例に基づく

⼀般的な解説を⾏い、講師料を受け取った。

(ウ) 投資助⾔・代理業の登録を受けていないＦＰが、特定企業の公表されている決算報告書を⽤

いて、有償で具体的な投資時期等の判断や助⾔を⾏った。

(エ) ⽣命保険募集⼈・保険仲⽴⼈の登録を受けていないＦＰが、⽣命保険契約を検討している顧

客のライフプランに基づき、必要保障額を具体的に試算した。

問２

「消費者契約法」に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

1． 消費者契約法における「消費者」とは、個⼈（事業としてまたは事業のために契約の当事者

となる場合におけるものを除く）のみである。

2． 事業者が、消費者の利益となる旨を告げながら、重要事項について消費者に不利な事実をわ

ざと告げずに消費者が誤認をして契約した場合、当該契約は取り消すことができる。

3． 消費者が、商品を買わずに帰りたいと⾔っても帰らせてもらえずに困惑して契約した場合

で、購⼊場所が事業者の店舗であるときは、当該契約は取り消すことができない。

4． 「販売した商品は、いかなる理由があっても、後から返品・キャンセルはできません」とし

た契約条項は無効である。
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【第２問】 下記の（問３）〜（問６）について解答しなさい。

問３

東京証券取引所に上場している株式会社ＬＹは、２⽉末⽇が決算⽇および株主配当⾦の基準⽇で

ある。株式会社ＬＹの２０２Ｘ年２⽉期の株主配当⾦の権利が得られる最終の買付⽇として、正

しいものはどれか。なお、解答に当たっては、下記のカレンダーを使⽤すること。また、２０２

Ｘ年は、２０２０年以降の年であるものとする。

1． ２⽉２２⽇

2． ２⽉２４⽇

3． ２⽉２５⽇

4． ２⽉２６⽇

問４

下記＜資料＞に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値を解答欄に記⼊しなさ

い。なお、解答に当たっては⼩数点以下第３位を四捨五⼊すること。

配当利回りは、（ ア ）％である。

ＰＥＲ（株価収益率）は、（ イ ）倍である。
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問５

落合さんはＭＡ投資信託を新規募集時に購⼊し、保有している。下記＜資料＞に基づき、落合さ

んが保有するＭＡ投資信託に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わ

せとして、適切なものはどれか。

＜資料＞

［ＭＡ投資信託の商品概要（新規募集時）］

投資信託の分類：追加型投資信託／海外／株式

（Ａコース／為替ヘッジあり Ｂコース／為替ヘッジなし）

購⼊時⼿数料：購⼊⾦額に対し、⼀律３. ８５％（税込み）

運⽤管理費⽤（信託報酬）：純資産総額に対し年１. ７６％（税込み）

その他の費⽤・⼿数料：なし

［落合さんが保有するＭＡ投資信託の２０２４年１⽉４⽇現在の状況］

基準価額：８, ６３２円

落合さんは、為替変動のリスクを可能な限り回避したかったので、（ ア ）の投資信託を

購⼊した。

＜資料＞の基準価額は、（ イ ）が控除されている。

1． （ア）Ａコース （イ）購⼊時⼿数料および運⽤管理費⽤（信託報酬）

2． （ア）Ａコース （イ）運⽤管理費⽤（信託報酬）

3． （ア）Ｂコース （イ）購⼊時⼿数料および運⽤管理費⽤（信託報酬）

4． （ア）Ｂコース （イ）運⽤管理費⽤（信託報酬）
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問６

宮野さんは、投資信託への投資を検討するに当たり、ＦＰの阿久津さんから候補である３ファン

ドの過去３年間の運⽤パフォーマンスについて説明を受けた。ＦＰの阿久津さんが下記＜資料＞

に基づいて説明した内容の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値または語句の組み合わせとし

て、最も適切なものはどれか。

＜ＦＰの阿久津さんの説明＞

「ポートフォリオの運⽤パフォーマンスの評価の⼀つとして、シャープレシオがありま

す。」

「ファンドＡのシャープレシオは（ ア ）となります。」

「最も収益率が⾼いのはファンドＣですが、投資効率をシャープレシオの観点から考える

と、最も効率的なのは（ イ ）といえます。」

1． （ア）０. ６ （イ）ファンドＢ

2． （ア）０. ６５ （イ）ファンドＢ

3． （ア）０. ６ （イ）ファンドＣ

4． （ア）０. ６５ （イ）ファンドＣ
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【第３問】 下記の（問７）〜（問１０）について解答しなさい。

問７

建築基準法に従い、下記＜資料＞の⼟地に耐⽕建築物を建てる場合、建築⾯積の最⾼限度（ア）

と延べ⾯積（床⾯積の合計）の最⾼限度（イ）の組み合わせとして、正しいものはどれか。な

お、＜資料＞に記載のない条件については⼀切考慮しないこと。

1． （ア）１８９㎡ （イ）４３２㎡

2． （ア）１８９㎡ （イ）５４０㎡

3． （ア）１６２㎡ （イ）４３２㎡

4． （ア）１６２㎡ （イ）５４０㎡
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問８

下記＜資料１＞は、天野さんが購⼊を予定している新築マンションの物件概要である。＜資料１

＞の住⼾の均等積⽴⽅式による修繕積⽴⾦の⽬安額（⽉額）を下記＜資料２＞に基づいて計算し

なさい。なお、＜資料１＞および＜資料２＞に記載のない事項は⼀切考慮しないこととする。ま

た、解答に当たっては、解答⽤紙に記載されている単位に従うこと。なお、端数が出る場合は、

計算過程においては端数処理をせずに計算し、計算結果については⼩数点以下第１位を四捨五⼊

すること。

＜資料１＞

○○マンション５１０号室（専有床⾯積７５㎡）

［○○マンションの概要］

地上７階建て

建築延床⾯積：８, ０００㎡

専有床⾯積の合計：６, ０００㎡

駐⾞場：３段（ピット２段）昇降式の機械式駐⾞場３０台分
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問９

井川さんは、相続により取得した⼟地の有効活⽤を検討するに当たり、ＦＰの飯⽥さんに、借地

借家法に定める借地権について質問をした。下記の空欄（ア）〜（エ）に⼊る適切な語句を語群

の中から選び、その番号のみを解答欄に記⼊しなさい。なお、本問においては、同法第２２条の

借地権を⼀般定期借地権といい、第２２条から第２４条の定期借地権等以外の借地権を普通借地

権という。

「まず、普通借地権について教えてください。存続期間の定めはありますか。」

「普通借地権の最初の存続期間は（ ア ）ですが、契約でこれより⻑い期間を定

めたときは、その期間とされます。」

「地主から契約の更新を拒絶するに当たって、正当事由は必要でしょうか。」

「正当事由は（ イ ）です。」

「次に、⼀般定期借地権の存続期間について教えてください。」

「⼀般定期借地権の存続期間は（ ウ ）以上です。契約を締結する際は、契約の

更新がない旨などの特約を、（ エ ）⾏わなければなりません。」
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井川さん：

飯⽥さん：

井川さん：

飯⽥さん：

井川さん：

飯⽥さん：

１. １０年 ２. ２０年 ３. ３０年 ４. ５０年 ５. 必要 ６. 不要

７. 地⽅裁判所等の許可を得て ８. 公正証書等の書⾯によって

〈語句群〉
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問１０

倉⽥さんは、居住している⾃宅の⼟地および建物を売却する予定である。売却に係る状況が下記

＜資料＞のとおりである場合、所得税における次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値

または語句の組み合わせとして、正しいものはどれか。

＜資料＞

取得⽇：２０１９年１⽉５⽇

売却予定⽇：２０２４年２⽉１⽇

取得費：５, ５００万円

譲渡価額（合計）：９, ８００万円

譲渡費⽤（合計）：３００万円

倉⽥さんがこの⼟地および建物を売却した場合の特別控除後の譲渡所得の⾦額は（ ア ）万

円となり、課税（ イ ）譲渡所得⾦額として扱われる。

1． （ア）１, ０００ （イ）短期

2． （ア）１, ３００ （イ）短期

3． （ア）１, ０００ （イ）⻑期

4． （ア）１, ３００ （イ）⻑期

〈© FP2級ドットコム 無断転載を禁じます〉

居住⽤財産を譲渡した場合の３, ０００万円特別控除の特例の適⽤を受けるものとする。※

所得控除は考慮しないものとする。※
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【第４問】 下記の（問１１）〜（問１４）について解答しなさい。

問１１

池⾕勇樹さん（５５歳）が保険契約者（保険料負担者）および被保険者として加⼊している⽣命

保険（下記＜資料＞参照）の保障内容に関する次の記述の空欄（ア）〜（ウ）にあてはまる数値

を解答欄に記⼊しなさい。なお、保険契約は有効に継続し、かつ特約は⾃動更新しているものと

し、勇樹さんはこれまでに＜資料＞の保険から、保険⾦・給付⾦を⼀度も受け取っていないもの

とする。また、各々の記述はそれぞれ独⽴した問題であり、相互に影響を与えないものとする。
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勇樹さんが現時点で、慢性肝炎で１８⽇間⼊院し、退院してから２４⽇後に同じ病気で再度

６⽇間⼊院した場合（いずれも⼿術は受けていない）、保険会社から⽀払われる保険⾦・給

付⾦の合計は（ ア ）万円である。

勇樹さんが現時点で、初めてがん（悪性新⽣物）と診断され、治療のため３８⽇間⼊院し、

その間に約款所定の⼿術（給付倍率４０倍）を１回受けた場合、保険会社から⽀払われる保

険⾦・給付⾦の合計は（ イ ）万円である。

勇樹さんが現時点で、交通事故で死亡（⼊院・⼿術なし）した場合、保険会社から⽀払われ

る保険⾦・給付⾦の合計は（ ウ ）万円である。

〈© FP2級ドットコム 無断転載を禁じます〉

約款所定の⼿術は無配当定期保険特約付終⾝保険および終⾝がん保険ともに該当するもので
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問１２

最上さん（６６歳）の２０２３年分の収⼊は、下記＜資料＞のとおりである。最上さんの２０２

３年分の所得税における雑所得の⾦額として、正しいものはどれか。

1． ２６９, ３７０円

2． ３００, ０００円

3． １, ００９, ３７０円

4． １, ７４０, ０００円
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問１３

⾼倉邦治さんが契約している第三分野の保険（下記＜資料＞参照）の契約に関する次の（ア）〜

（エ）の記述について、適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記⼊しなさい。なお、

保険契約は有効に成⽴しており、記載のない事項については⼀切考慮しないこととする。
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(ア) 邦治さんが、がん（悪性新⽣物）と診断され、特定疾病保障保険Ａから特定疾病保険⾦が⽀

払われた場合、特定疾病保障保険Ａの契約は終了となる。

(イ) 邦治さんが、疾病により余命１年以内と診断された場合、介護保障保険Ｂから死亡保険⾦の

⼀部または全部を受け取ることができる。

(ウ) 邦治さんが、公的介護保険制度の要介護３に認定された場合、介護保障保険Ｂから介護保険

⾦を受け取ることができる。

(エ) 邦治さんが、常時寝たきり状態で、ベッド周辺の歩⾏、⼊浴および⼤⼩便の排泄後の拭き取

り始末が⾃分ではできなくなり、他⼈の介護を要する状態が１８０⽇以上継続した場合、介

護保障保険Ｂから介護保険⾦を受け取ることができる。

問１４

野村洋平さんが契約している⽕災保険（地震保険付帯、下記＜資料＞参照）の契約に関する次の

（ア）〜（エ）の記述について、適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記⼊しなさ

い。なお、超過保険や⼀部保険には該当しないものとし、＜資料＞に記載のない特約等について

は付帯がないものとする。また、保険契約は有効に継続しているものとする。

2級実技（資産設計提案業務 2022.1）－13－



(ア) 台⾵による強⾵で看板が⾶来し、野村さんの住宅建物が損害を被った場合、補償の対象にな

らない。

(イ) 野村さんの住宅に空き巣が侵⼊し、時価２５万円の⾻董品が盗まれた場合、補償の対象にな

らない。

(ウ) 豪⾬による床上浸⽔で野村さんの住宅建物が保険価額の２０％の損害を被った場合、２８０

万円の保険⾦を受け取ることができる。

(エ) 野村さんの住宅建物が地震による⽕災で延床⾯積の６０％の床⾯積を焼失した場合、地震保

険の損害の程度は「⼤半損」に該当する。
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【第５問】 下記の（問１５）〜（問１８）について解答しなさい。

問１５

⾺場さんは、２０２３年１２⽉末で２５年９ヵ⽉勤め続けてきたＨＢ株式会社を退職した（⽀給

された退職⼀時⾦は１, ５００万円である）。⾺場さんの退職⼀時⾦に係る退職所得の⾦額とし

て、正しいものはどれか。なお、「退職所得の受給に関する申告書」は適正に提出している。ま

た、⾺場さんは、勤務先の役員であったことはなく、退職は障害者になったことに基因するもの

ではない。

1． １４０万円

2． １７５万円

3． ２８０万円

4． ３５０万円

問１６

会社員である湯本さんの２０２３年分の所得等が下記＜資料＞のとおりである場合、湯本さんが

２０２３年分の所得税の確定申告を⾏う際に、給与所得と損益通算できる損失に関する次の記述

のうち、最も適切なものはどれか。なお、▲が付された所得の⾦額は、その所得に損失が発⽣し

ていることを意味するものとする。

1． 不動産所得▲１６０万円が控除できる。

2． 不動産所得▲１１０万円と譲渡所得▲８０万円が控除できる。

3． 不動産所得▲１６０万円と雑所得▲８万円が控除できる。

4． 不動産所得▲１１０万円が控除できる。
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問１７

⻘⼭さんの２０２３年分の収⼊は、下記＜資料＞のとおりである。＜資料＞の空欄（ア）〜

（ウ）にあてはまる所得の種類の組み合わせとして、適切なものはどれか。

1． （ア）配当所得 （イ）譲渡所得 （ウ）雑所得

2． （ア）利⼦所得 （イ）雑所得 （ウ）雑所得

3． （ア）配当所得 （イ）雑所得 （ウ）⼀時所得

4． （ア）利⼦所得 （イ）譲渡所得 （ウ）⼀時所得

問１８

個⼈事業主の千⽥さんは、２０２３年４⽉１⽇に建物を購⼊したが、営業開始が遅延し、同年１

０⽉２５⽇から事業の⽤に供している。千⽥さんの２０２３年分の所得税における事業所得の計

算上、必要経費に算⼊すべき減価償却費の⾦額として、正しいものはどれか。なお、建物は、事

業にのみ使⽤しており、その取得価額は５, ０００万円、法定耐⽤年数は５０年である。

1． ２５万円

2． ５０万円

3． ７５万円

4． １５０万円
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【第６問】 下記の（問１９）〜（問２２）について解答しなさい。

問１９

下記＜資料＞の宅地（貸家建付地）に係る路線価⽅式による相続税評価額の計算式として、正し

いものはどれか。

＜資料＞

1． ２５０, ０００円×１. ００×１６０㎡

2． ２５０, ０００円×１. ００×１６０㎡×７０％

3． ２５０, ０００円×１. ００×１６０㎡×（１－７０％）

4． ２５０, ０００円×１. ００×１６０㎡×（１－７０％×３０％×１００％）

2級実技（資産設計提案業務 2022.1）

奥⾏価格補正率 １. ００(注1)

借地権割合 ７０％(注2)

借家権割合 ３０％(注3)

この宅地には宅地所有者の所有する賃貸アパートが建っており、現在すべて賃貸中とな

っている。

(注4)

その他の記載のない条件は⼀切考慮しないものとする。(注5)
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問２０

浅⾒純⼀さん（３９歳）は、⽗（７１歳）と叔⽗（６６歳）から下記＜資料＞の贈与を受けた。

純⼀さんの２０２３年分の贈与税額を計算しなさい。なお、⽗からの贈与については、２０２２

年から相続時精算課税制度の適⽤を受けている。また、解答に当たっては、解答⽤紙に記載され

ている単位に従うこと。

＜資料＞

［２０２２年中の贈与］

⽗から贈与を受けた⾦銭の額：１, ２００万円

［２０２３年中の贈与］

⽗から贈与を受けた⾦銭の額：１, ５００万円

叔⽗から贈与を受けた⾦銭の額：９００万円
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２０２２年中および２０２３年中に上記以外の贈与はないものとする。※

上記の贈与は、住宅取得等資⾦や結婚・⼦育てに係る資⾦の贈与ではない。※
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問２１

下記の＜親族関係図＞の場合において、⺠法の規定に基づく法定相続分に関する次の記述の空欄

（ア）〜（ウ）に⼊る適切な語句または数値を語群の中から選び、解答欄に記⼊しなさい。な

お、同じ語句または数値を何度選んでもよいこととする。

＜親族関係図＞

［各⼈の法定相続分］

被相続⼈の配偶者の法定相続分は（ ア ）

被相続⼈の弟の法定相続分は（ イ ）

被相続⼈の甥Ａの法定相続分は（ ウ ）
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なし １／２ １／３ １／４ １／８ ２／３ ３／４ ３／８ １／１６

〈語句群〉
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問２２

三上さんは、相続開始後の⼿続き等について、ＦＰで税理⼠でもある吉⽥さんに質問をした。下

記の空欄（ア）〜（ウ）に⼊る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記⼊し

なさい。なお、同じ語句を何度選んでもよいこととする。

「相続税の申告書は、いつまでに提出する必要がありますか。」

「相続税の申告書は、相続⼈等が、その相続の開始があったことを知った⽇の翌⽇

から、原則として、（ ア ）以内に提出しなければなりません。」

「所得税の準確定申告書は、いつまでに提出する必要がありますか。」

「所得税の準確定申告書は、相続⼈等が、その相続の開始があったことを知った⽇

の翌⽇から、原則として、（ イ ）以内に提出しなければなりません。」

「相続⼈は、相続について限定承認や相続放棄をすることができると聞きました

が、いつまでにどのような⼿続きを⾏う必要がありますか。」

「相続⼈は、⾃⼰のために相続の開始があったことを知った時から、原則として、

（ ウ ）以内に、家庭裁判所にその旨を申述することになります。」
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三上さん：

吉⽥さん：

三上さん：

吉⽥さん：

三上さん：

吉⽥さん：

１. １ヵ⽉ ２. ３ヵ⽉ ３. ４ヵ⽉ ４. ６ヵ⽉ ５. １０ヵ⽉ ６. １年

〈語句群〉
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【第７問】 下記の（問２３）〜（問２５）について解答しなさい。

問２３

⻑岡家のキャッシュフロー表の空欄（ア）に⼊る数値を計算しなさい。なお、計算過程において

は端数処理をせず計算し、計算結果については万円未満を四捨五⼊すること。
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＜⻑岡家の家族データ＞

＜⻑岡家のキャッシュフロー表＞（単位：万円）

《設 例》

年齢および⾦融資産残⾼は各年１２⽉３１⽇現在のものとし、２０２３年を基準年とする。※

給与収⼊は可処分所得で記載している。※

記載されている数値は正しいものとする。※

問題作成の都合上、⼀部を空欄としている。※



問２４

⻑岡家のキャッシュフロー表の空欄（イ）に⼊る数値を計算しなさい。なお、計算過程において

は端数処理をせず計算し、計算結果については万円未満を四捨五⼊すること。

問２５

パーソナルファイナンスにおいては、ローンや消費⽣活に関する知識が必要である。クレジット

カードの利⽤に関する次の（ア）〜（エ）の記述について、適切なものには○、不適切なものに

は×を解答欄に記⼊しなさい。

(ア) リボルビング払いでは、買い物やカードローンの利⽤等がなかった⽉でも、残⾼がある限

り、⼀定の⽀払いが発⽣する。

(イ) 割賦販売法では、アドオン⾦利の表⽰を禁⽌している。

(ウ) 買い物の際にクレジットカードを利⽤し、ボーナス⼀括払いを選択した場合、⼿数料はかか

らない。

(エ) クレジットカードのキャッシング機能で借⼊れをし、１回払いを選択した場合、利息はかか

らない。
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【第８問】 下記の（問２６）〜（問２８）について解答しなさい。
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下記の係数早⾒表を乗算で使⽤し、各問について計算しなさい。なお、税⾦は⼀切考慮しない

こととし、解答に当たっては、解答⽤紙に記載されている単位に従うこと。

［係数早⾒表（年利１. ０％）］

《設 例》

記載されている数値は正しいものとする。※



問２６

榎⽥さんは、相続により受け取った４００万円を運⽤しようと考えている。これを１０年間、年

利１. ０％で複利運⽤した場合、１０年後の合計額はいくらになるか。

問２７

鶴⾒さんは、⽼後の⽣活資⾦として、毎年年末に１００万円を受け取りたいと考えている。受取

期間を２５年間とし、年利１. ０％で複利運⽤をした場合、受取り開始年の初めにいくらの資⾦が

あればよいか。

問２８

伊丹さんは、将来の⼦どもの進学費⽤の準備として新たに積⽴てを開始する予定である。毎年年

末に３０万円を積み⽴てるものとし、８年間、年利１. ０％で複利運⽤しながら積み⽴てた場合、

８年後の合計額はいくらになるか。
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【第９問】 下記の（問２９）〜（問３４）について解答しなさい。
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⼭岸剛さんは、⺠間企業に勤務する会社員である。剛さんと妻の陽⼦さんは、今後の資産形成

や家計の⾒直しなどについて、ＦＰで税理⼠でもある東さんに相談をした。なお、下記のデー

タはいずれも２０２４年１⽉１⽇現在のものである。

［家族構成］

［収⼊⾦額（２０２３年）］

剛さん：給与収⼊５００万円。給与収⼊以外の収⼊はない。

陽⼦さん：給与収⼊４５０万円。給与収⼊以外の収⼊はない。

［⾃宅］

賃貸マンションに居住しており、家賃は⽉額１０万円（管理費込み）である。マイホームとし

て販売価格３, ８００万円（うち消費税１８０万円）のマンションを購⼊する予定である。

［⾦融資産（時価）］

剛さん名義

銀⾏預⾦（普通預⾦）：２５０万円

銀⾏預⾦（定期預⾦）：２００万円

陽⼦さん名義

銀⾏預⾦（普通預⾦）：４０万円

銀⾏預⾦（定期預⾦）：３００万円

［負債］

剛さんと陽⼦さんに負債はない。

［保険］

年⾦⽉額１５万円。保険契約者（保険料負担者）および被保険

者は剛さん、年⾦受取⼈は陽⼦さんである。

保険⾦額３００万円。保険契約者（保険料負担者）および被保

険者は剛さんである。

《設 例》

・収⼊保障保険Ａ ：

・低解約返戻⾦型終⾝保険Ｂ：



問２９

⼭岸さん夫妻は、２０２４年２⽉にマンションを購⼊する予定である。⼭岸さん夫妻が＜設例＞

のマンションを購⼊する場合の販売価格のうち、⼟地（敷地の共有持分）の価格を計算しなさ

い。なお、消費税の税率は１０％とし、計算結果については万円未満の端数が⽣じる場合は四捨

五⼊すること。また、解答に当たっては、解答⽤紙に記載されている単位に従うこと。

問３０

剛さんはマンションの購⼊に当たり、夫婦での住宅ローンの借⼊れを検討しており、ＦＰの東さ

んに質問をした。東さんが⾏った次の説明のうち、最も不適切なものはどれか。

1． 「ペアローンは夫婦それぞれが住宅ローンを契約するため、⼀定の条件を満たせば、剛さん

と陽⼦さんは２⼈とも住宅借⼊⾦等特別控除（住宅ローン控除）の適⽤を受けることができま

す。」

2． 「連帯債務⽅式で夫婦の共働きの収⼊からローン返済をする場合、マンションを剛さん単独

名義にすると、ローン返済の年ごとに陽⼦さんから剛さんに贈与があったものとみなされま

す。」

3． 「連帯保証⽅式である収⼊合算を利⽤すると、夫婦の収⼊を合算して１つの住宅ローンを契

約するため、剛さんが単独で住宅ローンを契約する場合と⽐べて、借⼊⾦額を増やすことがで

きます。」

4． 「連帯保証⽅式である収⼊合算で住宅ローンを契約した場合、剛さんと陽⼦さんは２⼈とも

団体信⽤⽣命保険を付保することができます。」
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問３１

ＦＰの東さんは、個⼈に対する所得税の仕組みについて剛さんから質問を受けた。東さんが下記

＜イメージ図＞を使⽤して⾏った所得税に関する次の（ア）〜（エ）の説明のうち、適切なもの

には○、不適切なものには×を解答欄に記⼊しなさい。

(ア) 「剛さんが収⼊保障保険や低解約返戻⾦型終⾝保険の保険料を⽀払ったことにより受けられ

る⽣命保険料控除は、所得控除として、⼀定⾦額を所得⾦額から差し引くことができま

す。」

(イ) 「剛さんが住宅ローンを組んでマンションを購⼊することにより受けられる住宅借⼊⾦等特

別控除（住宅ローン控除）は、税額控除として、⼀定⾦額を所得税額から差し引くことがで

きます。」

(ウ) 「剛さんがふるさと納税をしたことにより受けられる寄附⾦控除は、所得控除として、⼀定

⾦額を所得⾦額から差し引くことができます。」

(エ) 「剛さんが空き巣に⼊られ盗難被害を受けたことによって受けられる雑損控除は、税額控除

として、⼀定⾦額を所得税額から控除することができます。」
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問３２

剛さんは、契約中の収⼊保障保険Ａの保障額について、ＦＰの東さんに質問をした。東さんが説

明の際に使⽤した下記＜イメージ図＞を基に、２０２４年２⽉１⽇に剛さんが死亡した場合に⽀

払われる年⾦総額として、正しいものはどれか。なお、年⾦は毎⽉受け取るものとする。

1． ３６０万円

2． ３, ７８０万円

3． ４, ５００万円

4． ４, ８６０万円

〈© FP2級ドットコム 無断転載を禁じます〉

剛さんは、収⼊保障保険Ａを２０２０年１０⽉１⽇に契約している。※

保険期間は２５年、保証期間は２年である。※
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問３３

剛さんは、病気療養のため２０２３年１１⽉に５⽇間⼊院した。剛さんの２０２３年１１⽉の１

ヵ⽉間における保険診療分の医療費（窓⼝での⾃⼰負担分）が１８万円であった場合、下記＜資

料＞に基づく⾼額療養費として⽀給される額として、正しいものはどれか。なお、剛さんは全国

健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）の被保険者であって標準報酬⽉額は３４万円であるも

のとする。また、「健康保険限度額適⽤認定証」の提⽰はしておらず、世帯合算および多数回該

当は考慮しないものとする。

＜資料＞

［２０２３年１１⽉分の⾼額療養費の算定］

1． １２, １８０円

2． ８３, ４３０円

3． ９３, ５７０円

4． ９６, ５７０円
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問３４

剛さんの弟の祐⼀さんは会社員であるが、２０２４年４⽉に３２歳で⾃⼰都合退職し、退職後は

雇⽤保険の基本⼿当を受給することを考えている。雇⽤保険の基本⼿当に関する次の記述の空欄

（ア）〜（ウ）にあてはまる語句の組み合わせとして、正しいものはどれか。なお、祐⼀さん

は、現在の会社に２４歳で就職した以後、継続して雇⽤保険に加⼊しており、雇⽤保険の基本⼿

当の受給要件はすべて満たしているものとする。また、祐⼀さんには、この他に雇⽤保険の加⼊

期間はなく、障害者等の就職困難者には該当しないものとし、延⻑給付については考慮しないも

のとする。

基本⼿当を受給できる期間は、原則として離職の⽇の翌⽇から（ ア ）である。

祐⼀さんの場合、基本⼿当の所定給付⽇数は（ イ ）である。

祐⼀さんの場合、基本⼿当は、受給資格決定⽇以後、７⽇間の待期期間および（ ウ ）の

給付制限期間を経て⽀給が開始される。

1． （ア）１年間 （イ）９０⽇ （ウ）２ヵ⽉

2． （ア）２年間 （イ）１８０⽇ （ウ）２ヵ⽉

3． （ア）１年間 （イ）１８０⽇ （ウ）１ヵ⽉

4． （ア）２年間 （イ）９０⽇ （ウ）１ヵ⽉

〈© FP2級ドットコム 無断転載を禁じます〉 －30－



【第１０問】 下記の（問３５）〜（問４０）について解答しなさい。
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国内の企業に勤務する加瀬博之さんは、今後の⽣活のことなどに関して、ＦＰで税理⼠でもあ

る細井さんに相談をした。なお、下記のデータは２０２４年１⽉１⽇現在のものである。

Ⅰ. 家族構成（同居家族）

Ⅱ. 加瀬家の親族関係図

Ⅲ. 加瀬家（博之さんと晴美さん）の財産の状況

［資料１：保有資産（時価）］（単位：万円）

［資料２：負債残⾼］

住宅ローン：１, ６８０万円（債務者は博之さん）

⾃動⾞ローン：８０万円（債務者は博之さん）

［資料３：⽣命保険］（単位：万円）

《設 例》



問３５

ＦＰの細井さんは、まず現時点（２０２４年１⽉１⽇）における加瀬家（博之さんと晴美さん）

のバランスシート分析を⾏うこととした。下表の空欄（ア）に⼊る数値を計算しなさい。
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Ⅳ. その他

上記以外の情報については、各設問において特に指⽰のない限り⼀切考慮しないこと。



問３６

下記＜資料＞は、博之さんの２０２３年分の「給与所得の源泉徴収票（⼀部省略）」である。＜

資料＞を基に、博之さんの２０２３年分の所得税額を計算しなさい。なお、解答に当たっては、

解答⽤紙に記載されている単位に従うこと。また、復興特別所得税については考慮しないこと。
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問３７

博之さんは、保有している投資信託（ＫＶファンド）の収益分配⾦を受け取った（下記＜資料＞

参照）。この収益分配⾦に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。なお、税率は２０％

（所得税１５％、住⺠税５％）とし、復興特別所得税については考慮しないこととする。

1． 収益分配⾦から源泉徴収される所得税および住⺠税の合計額は、１万⼝当たり２００円であ

り、分配落ち後の博之さんの個別元本は１万⼝当たり９, ５００円である。

2． 収益分配⾦から源泉徴収される所得税および住⺠税の合計額は、１万⼝当たり３００円であ

り、分配落ち後の博之さんの個別元本は１万⼝当たり９, ５００円である。

3． 収益分配⾦から源泉徴収される所得税および住⺠税の合計額は、１万⼝当たり２００円であ

り、分配落ち後の博之さんの個別元本は１万⼝当たり１０, ０００円である。

4． 収益分配⾦から源泉徴収される所得税および住⺠税の合計額は、１万⼝当たり３００円であ

り、分配落ち後の博之さんの個別元本は１万⼝当たり１０, ０００円である。

問３８

晴美さんの叔⺟である真理さんは、２０２３年分の所得等（下記＜資料＞参照）に関して確定申

告すべきかどうかについて、ＦＰの細井さんに質問をした。細井さんの説明のうち、最も適切な

ものはどれか。

＜資料＞真理さんの２０２３年における所得等の明細

1． 確定申告をする必要はありません。

2． 確定申告をする必要があります。確定申告すべき所得の合計額は２３０万円です。

3． 確定申告をする必要があります。確定申告すべき所得の合計額は２４０万円です。

4． 確定申告をする必要があります。確定申告すべき所得の合計額は２６０万円です。
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給与所得：２００万円（給与所得控除後の⾦額）1

変額保険（有期型）の満期保険⾦：４３０万円2

外貨預⾦の為替差損：２０万円3

変額保険の保険契約者（保険料負担者）および満期保険⾦の受取⼈は真理さんであり、

払込保険料の総額は３００万円である。

(注1)

満期保険⾦による所得は、総合課税となる⼀時所得に該当する。(注2)
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問３９

博之さんは、⾃分の⽼齢年⾦の受取り⽅について考えており、ＦＰの細井さんに質問をした。博

之さんの⽼齢年⾦の繰上げ受給および繰下げ受給に関する次の（ア）〜（エ）の記述について、

適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記⼊しなさい。

(ア) ⽼齢基礎年⾦または⽼齢厚⽣年⾦の⽀給の繰下げによる年⾦額の増額率は、最⼤で３０％と

なる。

(イ) ⽼齢基礎年⾦と併せて付加年⾦が受給できる場合であっても、付加年⾦については繰上げ受

給により減額されることはなく、繰下げ受給により増額されることもない。

(ウ) ⽼齢基礎年⾦と⽼齢厚⽣年⾦の繰上げ請求は、異なる時期に別々に⾏うことができない。

(エ) ⽼齢基礎年⾦と⽼齢厚⽣年⾦の繰下げ申出は、異なる時期に別々に⾏うことができない。

問４０

博之さんは、会社を退職して健康保険の被保険者資格を失い、すぐには再就職しない場合の公的

医療保険について、ＦＰの細井さんに質問をした。退職後の公的医療保険制度の選択肢に関する

下表の空欄（ア）〜（ウ）に⼊る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記⼊

しなさい。なお、博之さんと晴美さんはそれぞれ全国健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）

の被保険者である。また、晴美さんは裕美さんよりも年収が多く、博之さんは障害者ではない。
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１. ３割 ２. 半額 ３. 全額 ４. 市区町村 ５. 協会けんぽ ６. 年⾦事務所

７. １０３万円 ８. １３０万円 ９. ２０１万円

〈語句群〉

－35－



《模範解答》

問番号 解答

問1 (ア) ○ (イ) ○ (ウ) × (エ) ○

問2 3

問3 2

問4 (ア) 1.59(％) (イ) 18.47(倍)

問5 2

問6 1

問7 1

問8 17,415(円)

問9 (ア) 3 (イ) 5 (ウ) 4 (エ) 8

問10 1

問11 (ア) 10(万円) (イ) 695(万円)

(ウ) 7,010(万円)

問12 2

問13 (ア) ○ (イ) × (ウ) ○ (エ) ○

問14 (ア) ○ (イ) × (ウ) × (エ) ○

問15 1

問16 4

問17 3

問18 1

問19 4

問20 2,310,000(円)

問番号 解答

問21 (ア) 3／4 (イ) 1／8

(ウ) 1／16

問22 (ア) 5 (イ) 3 (ウ) 2

問23 225(万円)

問24 1,037(万円)

問25 (ア) ○ (イ) ○ (ウ) ○ (エ) ×

問26 4,420,000(円)

問27 22,023,000(円)

問28 2,485,800(円)

問29 1,820(万円)

問30 4

問31 (ア) ○ (イ) ○ (ウ) ○ (エ) ×

問32 2

問33 4

問34 1

問35 4,540(万円)

問36 392,500(円)

問37 1

問38 3

問39 (ア) × (イ) × (ウ) ○ (エ) ×

問40 (ア) 3 (イ) 4 (ウ) 8
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